
- １ -

　

会
員
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
お
変
わ
り
あ
り
ま
せ

ん
で
し
ょ
う
か
。
埼
玉
や
静
岡
か
ら
は
、
今
年
最
初
の
蓮

の
花
が
咲
い
た
と
の
便
り
が
届
き
ま
し
た
。
皆
様
方
で
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
蓮
通
信
40
号
を
お
届
け
し
ま
す
。

第
41
回 

例
会
・
観
蓮
会
の
お
知
ら
せ

　

今
年
も
東
京
大
学
緑
地
植
物
実
験
所
の
観
蓮
会
を
開
催

し
ま
す
。
主
催
は
、
花
見
川
区
・
畑
町
自
治
会
で
す
。

　

日
時　

７
月
19
日
（
土
）
午
前
５
時
～
12
時 

雨
天
決
行

　

場
所　

東
京
大
学
緑
地
植
物
実
験
所

　

住
所　

千
葉
市
花
見
川
区
畑
町
１
０
５
１

　
　
　
　

当
日
車
で
お
越
し
の
方
は
、
実
験
所
周
辺
が
大
変

　
　
　
　

混
合
い
ま
す
の
で
早
め
に
お
出
か
け
下
さ
い
。

　

当
日
連
絡
先 
０
９
０
‐
３
５
９
６
‐
２
８
２
２
（
三
浦
）

　

問
合
せ
は
事
務
局
ま
で 
０
３
‐
３
９
５
１
‐
５
６
３
０

『
蓮
文
化
だ
よ
り
13
号
』
の
原
稿
募
集

　
『
蓮
文
化
だ
よ
り
』
13
号
を
明
年
一
月
、
発
行
の
予
定
で

す
。
原
稿
締
切
り
は
九
月
末
日
で
厳
守
で
す
。
締
切
り
に

遅
れ
た
場
合
は
、
掲
載
出
来
な
い
こ
と
が
、
あ
り
ま
す
の

で
ご
注
意
下
さ
い
。
書
式
は
縦
書
き
で
す
。
随
筆
、
創
作
、

観
蓮
記
、
研
究
な
ど
蓮
に
関
す
る
こ
と
で
し
た
ら
内
容
は

問
い
ま
せ
ん
が
、
独
創
的
な
も
の
を
歓
迎
し
ま
す
。

　

一
人
一
ペ
ー
ジ
を
原
則
と
し
、
文
字
数
は
二
千
字
か
ら

二
千
五
百
字
で
す
。
二
ペ
ー
ジ
に
な
る
方
は
、
五
千
字
を

限
度
と
し
ま
す
。
写
真
、
図
版
を
な
る
べ
く
多
く
添
え
て

下
さ
い
。
写
真
の
選
択
は
編
集
部
に
お
任
せ
下
さ
い
。
原
稿

を
FD
、
MO
、
CD
等
に
収
め
提
出
さ
れ
る
方
は
、
文
章
上
の

設
定
、
編
集
を
せ
ず
、

TXT
フ
ァ
イ
ル
に
し
て
下
さ
い
。　

　

画
像
は
解
像
度
３
０
０
DPI
以
上
で
PC
加
工
を
せ
ず
、

Ｄ
Ａ
Ｔ
Ａ
は
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
OS
で
、
読
み
込
み
可
能
な

フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
形
式
に
て
お
願
い
し
ま
す
。

『
蓮
文
化
だ
よ
り
』
表
紙
写
真
を
募
集
し
ま
す

　

今
年
の
総
会
で
『
蓮
文
化
だ
よ
り
』
の
表
紙
を
会
員
か

ら
募
集
し
た
ら
と
の
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。
下
記
の
要
領

で
作
品
を
募
集
し
ま
す
。
ポ
ジ
フ
ィ
ル
ム
、
プ
リ
ン
ト
、

Ｄ
Ａ
Ｔ
Ａ
い
ず
れ
で
も
よ
い
で
す
。
た
だ
し
、
花
は
開
花

２
日
目
で
花
托
も
写
っ
て
い
る
花
に
限
り
ま
す
。

　

詳
細
は
『
蓮
通
信
』
39
号
を
参
照
し
て
ご
応
募
下
さ
い
。

い
ま
し
た
。
藕
絲
織
一
反
（
写
真
右
）
の
お
値
段
想
像

で
き
ま
す
で
し
ょ
う
か
？
。

東
京
で
も
「
お
練
」
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

　

中
将
姫
（
奈
良
・
当
麻
寺
）
に
ま
つ
わ
る
二
十
五
菩
薩

来
迎
会
い
わ
ゆ
る
「
お
練
」
が
、
８
月
16
日
、
浄
真
寺

（
世
田
谷
区
奥
沢
７
‐
41
‐
３ 

東
急
田
園
都
市
線
の
九
品

仏
駅
で
下
車
す
ぐ
）
に
て
、
午
後
５
時
か
ら
行
わ
れ
ま
す
。

興
味
の
あ
る
方
は
ご
参
加
下
さ
い
。

　

当
日
の
４
時
に
は
池
上
理
事
が
現
場
に
お
り
、
解
説
な

ど
を
や
り
ま
す
。

　

当
日
連
絡
（
池
上
）　

０
８
０
‐
５
３
７
３
‐
７
０
５
５

会
費
納
入
の
お
願
い　

 

二
〇
〇
八
年
度
の
会
費
未
納
方
お
振
込
お
願
い
し
ま
す
。

　
　

賛
助
会
員　

二
〇
、
〇
〇
〇
円　
　

　
　

夫
婦
会
員　
　

八
、
〇
〇
〇
円

　
　

一
般
会
員　
　

五
、
〇
〇
〇
円

郵
便
振
替
番
号

　

蓮
文
化
研
究
会 

０
０
１
７
０ 

-

５ 
-
 

６
０
８
７
０
８

署
名
に
ご
協
力
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

東
京
大
学
緑
地
植
物
実
験
所
の
、
存
続
を
求
め
る
署
名

を
お
願
い
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
緑
地
植
物
実
験
所
が
な
く

な
る
の
は
、
花
蓮
の
文
化
が
消
え
る
よ
う
で
、
な
ん
と
か

存
続
で
き
る
よ
う
に
と
の
要
望
が
多
数
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

特
に
後
藤
昌
弘
会
員
か
ら
は
300
人
、
橋
爪
一
能
会
員
、

関
戸
慈
誠
会
員
、
竹
村
芳
夫
会
員
か
ら
は
100
人
を
超
え
る

署
名
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

新
会
員
紹
介
（
６
月
に
入
会
さ
れ
た
方
）

   

丸
山
綱
男　

〒
三
四
七
‐
〇
〇
六
三

　

   

埼
玉
県
加
須
市
久
下
＊
‐
＊
‐
＊

　

   

電
話
＆
Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
４
８
０
‐
＊
＊
‐
＊
＊
＊
＊

藕
絲
織
の
着
物
を
個
展
で
着
る 　

              　

  

島
根
の 

青
戸
柚
美
江 

さ
ん 　

　

東
京
中
野
区
沼
袋
の
着
物
ギ
ャ
ラ
リ
ー
「
シ
ル
ク
ラ
ブ
」

で
、
6
月
１
日
～
７
日
作
品
展
を
さ
れ
た
、
島
根
県
安

来
市
在
住
で
「
棉
を
育
て
、
糸
を
紡
ぎ
、
藍
を
た
て
」
を

実
践
し
、
出
雲
織
を
伝
承
さ
れ
て
い
る
青
戸
柚
美
江
さ
ん

（
81
歳
）
が
近
年
、
経
絲
も
緯
絲
も
全
て
藕
絲
の
反
物
を
織
り

上
げ
て
い
ま
す
。
有
志
で
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

藕
絲
は
業
者
よ
り
仕
入
れ
た
そ
う
で
す
。
反
物
は
、
経
絲

も
緯
絲
も
藕
絲
で
す
。
横
一
尺
二
寸
×
縦
三
丈
六
尺

（
14
ｍ
50
㎝
）
で
、
経
糸
が
７
６
８
本
の
反
物
だ
そ
う
で
す
。

二
反
作
り
、
一
反
は
ま
ず
自
分
用
に
仕
立
て
て
着
て
い
ま

す
と
の
こ
と
で
し
た
。
し
っ
と
り
と
し
て
上
品
な
色
合
い

で
し
た
。
今
ま
で
３
回
丸
洗
い
の
洗
濯
に
出
し
て
い
る
そ

う
で
す
が
、
何
と
も
な
い
そ
う
で
す
。
糸
は
湿
気
加
減
で

切
れ
や
す
く
、
織
が
大
変
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

そ
の
他
に
、
藕
絲
の
帯
や
茄
絲
の
帯
も
販
売
さ
れ
て



　
　
　
　
　
　

午
前
５
時
開
園　

平
日
は
午
前
９
時
開
園

　

交
通　

山
陽
本
線
小
月
駅
下
車

　

問
合
せ　

０
８
３
２
‐
４
６
‐
４
１
２
０

第
三
回
京
都　

花
は
す
灯
ろ
う
祭　

主
催
・
中
川
光
年
（
善
子
）

　

①
７
月
11
日
（
金
）
～
12
日
（
金
）
午
後
７
時
～
９
時

　
　

内
田
蓮
華
苑
（
花
は
す
灯
ろ
う
祭
創
生
の
地
）

　
　

場
所　

京
都
市
久
御
山
町
東
一
口　

洗
場
横　

　

②
７
月
18
日
（
金
）
～
21
日
（
月
）
午
後
７
時
～
９
時

　
　

福
井
県
南
越
前
町
花
は
す
公
園　

花
は
す
灯
ろ
う
祭

　
　

併
展　

蓮
華
の
ま
な
ざ
し
・
中
川
善
子
光
年
素
描
展

　
　

問
合
せ　

南
越
前
町
商
工
観
光
課

　
　
　
　
　
　

０
７
７
８
‐
４
７
‐
８
０
０
２

　

③
７
月
26
日
（
土
）
～
27
日
（
日
）
午
後
７
時
～
９
時

　
　

花
空
間
け
い
は
ん
な　

花
は
す
灯
ろ
う
祭　

　
　

場
所　

京
都
府
精
華
町
北
稲
八
間
（
旧
京
都
フ
ラ
ワ
セ
ン
タ
ー
）

　
　

問
合
せ　

０
７
７
４
‐
９
３
‐
０
８
１
１

宝
蔵
寺
・
蓮
ま
つ
り　

多
田
昭
道
（
会
員
）　

福
島
県
三
春
市

　

日
程　

７
月
15
日
（
火
）
～
８
月
15
日
（
金
）

　
　
　
　

浄
土
大
曼
荼
羅
図
公
開
、
投
句
会

　
　
　
　

三
浦
功
大
「
花
蓮
」
写
真
展　

７
月
19
日
～
８
月
３
日

　

観
蓮
会　

７
月
27
日 

午
前
６
時  

野
点
大
服
朝
茶
会
、
花
架
拳
の
舞

　

問
合
せ　

宝
蔵
寺　

０
２
４
７
‐
６
２
‐
２
６
３
７

東
京
大
学
緑
地
植
物
実
験
所    

千
葉
市
花
見
川
区

　

観
蓮
会　

７
月
19
日
（
土
）　

午
前
６
時 

～
11
時

　

    

JR
検
見
川
駅
よ
り
徒
歩
15
分　

タ
ク
シ
ー
あ
り

　

    

野
点
の
サ
ー
ビ
ス
。
切
手
、
鉢
植
え
な
ど
の
販
売
あ
り
。

　

問
合
せ　

０
４
３
‐
２
７
３
‐
８
３
２
６

神
奈
川
県
立
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
大
船
植
物
園
・
蓮
観
賞
会

　

日
程　

７
月
19
日
（
土
）  

～  

21
日
（
月
）（
午
前
６
時
開
園
）

　

問
合
せ　

公
園
緑
地
課　

０
４
６
７
‐
４
６
‐
２
１
８
８

燕
趙
園
・
み
ん
な
で
蓮
を
見
よ
う　

鳥
取
県
東
伯
郡
湯
梨
浜
町　

　

日
程　

７
月
19
日
、
20
日
、
21
日
、
26
日
、
27
日

　
　
　
　

午
前
６
時
30
分
開
園　

蓮
茶
、
象
鼻
杯
体
験
あ
り

　

交
通　

JR
山
陰
本
線
倉
吉
駅
下
車
タ
ク
シ
ー
15
分

　

問
合
せ　

燕
趙
園　

０
８
５
８
‐
３
２
‐
２
１
８
０

和
歌
山
県
植
物
公
園
緑
化
セ
ン
タ
ー　

和
歌
山
県
岩
出
市
東
坂
本

　

開
園　

６
月
18
日
（
水
）
～
８
月
15
日
（
金
）
朝
５
時
開
園
（
無
料
）

　

交
通　

大
宮
駅
よ
り
ニ
ュ
ー
シ
ャ
ト
ル
で
沼
南
駅
下
車
、
徒
歩
５
分

　

問
合
せ　

大
野
富
重
（
会
員
） 

０
４
８
‐
７
２
１
‐
１
６
５
４

三
渓
園
観
蓮
会　

横
浜
市
中
区

　

開
園　

７
月
５
日
（
日
）～
21
日
（
月
）
の
土
日
、
祝
日   

朝
６
時
開
園

　

入
園
料　

大
人
５
０
０
円   

小
学
生
２
０
０
円   

65
歳
以
上
３
０
０
円

　

早
朝
限
定　
「
朝
粥
」
１
０
０
０
円
あ
り

　

問
合
せ　

三
渓
園
保
勝
会   

０
４
５
‐
６
２
１
‐
０
６
３
４

南
条
花
は
す
公
園 

は
す
ま
つ
り　

福
井
県
南
越
前
町

　

第
16
回
蓮
ま
つ
り　

７
月
５
日
（
土
）
～
８
月
10
日
（
日
）

　

象
鼻
杯
（
花
蓮
公
園
休
憩
所
）
７
月
５
日　

開
会
式
後
～
14
時　

　
　

７
月
６
日
～
８
月
10
日
ま
で
の
土
、
日
、
祝
日
、
10
時 

～
13
時

　

藕
紙
作
り
体
験　

７
月
５
日
～
８
月
10
日　

９
時
～
16
時

　
　
　
　
　
　
　
　

料
金 

５
０
０
円

　
　

蓮
の
繊
維
を
使
用
し
て
う
ち
わ
、
は
が
き
作
り

　

蓮
染
め
体
験　

７
月
13
日
（
日
）
午
前
10
時
～
15
時  

料
金
三
千
円

　
　

ク
ッ
シ
ョ
ン
カ
バ
ー
の
絞
り
染
め
・
30
名  

事
前
に
申
込
必
要

    

花
蓮
資
料
展　

瓜
生
の
館
（
入
場
無
料
）
７
月
５
日
～
８
月
10
日

        

花
蓮
関
係
資
料
展
示
、
蓮
蓮
写
真
展
な
ど　

午
前
９
時
～
16
時

　

花
は
す
灯
ろ
う
展
示　

７
月
18
日
～
21
日　

午
後
19
時
～
21
時

　

花
は
す
茶
屋　

蓮
そ
う
め
ん
／
蓮
そ
ば
な
ど
の
販
売
あ
り　
　
　

　

問
合
せ　

南
越
前
町
役
場
産
業
振
興
課 

　
　
　
　

   
０
７
７
８
‐
４
７
‐
８
０
０
２　

第
48
回
府
中
市
蓮
を
観
る
会　

東
京
府
中
市

　

日
程　

７
月
11
日(
金
）
12
日(

土
）
13
日(

日
）
午
前
７
時
～
９
時

　

花
蓮
解
説　

12
日
・
13
日　

午
前
７
時
30
分
～
８
時
30
分　

　
　
　
　
　
　

箱
田
直
紀
・
恵
泉
女
学
園
大
学
名
誉
教
授

　

場
所　

府
中
市
郷
土
の
森
公
園　

修
景
池

　
　
　
　

東
京
都
府
中
市
矢
崎
町
５
丁
目
５
番
地

　

問
合
せ　

公
園
緑
地
課
自
然
保
護
係

　
　
　
　
　

０
４
２
‐
３
３
５
‐
４
３
１
５

伯
耆
古
代
の
丘
公
園
観
蓮
会　

鳥
取
県
米
子
市　

　

早
朝
開
園　

７
月
１
日
（
日
）
～
８
月
中
旬
ま
で
午
前
８
時
開
園

　

交
通　

山
陰
本
線
淀
江
駅
下
車
タ
ク
シ
ー
で
10
分

　

問
合
せ　

０
８
５
９
‐
５
６
‐
６
８
１
７

下
関
長
府
庭
園
の
孫
文
蓮　

早
朝
観
蓮
会　

山
口
県
下
関
市

　

早
朝
開
園　

７
月
13
日
（
日
）
～
８
月
24
日(

日
）
の
日
曜
日
は

　
  

蓮
ま
つ
り
・
観
蓮
会
（ 

六
月 

～ 

八
月 

）　

東
南
植
物
園
・
第
３
回
蓮
祭
り　
沖
縄
県
沖
縄
市

　

日
程　

６
月
１
日
（
日)

～
７
月
21
日
（
月
）
の
毎
週
土
日

　

開
園　

午
前
９
時
～
17
時
30
分
観
蓮
「
蓮
を
観
る
、
蓮
を
知
る
、

　
　
　
　

蓮
を
感
じ
る
」
の
体
験
あ
り
。

　

入
園
料　

大
人
千
円
（
高
校
生
以
上
）
小
人
五
百
円

　

問
合
せ　

東
南
植
物
園 
０
９
８
‐
９
３
９
‐
２
５
５
５

　

Ｕ
Ｒ
Ｌ　

http://w
w
w
.sebg.co.jp

行
田
蓮
ま
つ
り　
埼
玉
県
行
田
市

　

古
代
蓮
の
里
・
蓮
ま
つ
り

　
　

６
月
14
日
（
土
）
～
８
月
10
日
（
日
）

　

観
蓮
会　

７
月
20
日
（
日
）
７
時
よ
り
蓮
茶
・
蓮
餅
・
蓮
粥
な

　
　
　
　
　

ど
あ
り

　

駐
車
料　

５
０
０
円　

古
代
蓮
会
館
入
館
料
４
０
０
円

　

交
通　

JR
高
崎
線
行
田
駅
か
ら
の
市
内
循
環
バ
ス
が
古
代
蓮
の

　
　
　
　

里
を
経
由
し
ま
す
。
一
回
百
円
。

　

問
合
せ　

古
代
蓮
会
館  

０
４
８
‐
５
５
９
‐
０
７
７
０    

　

第
４
回
蓮
の
花
め
ぐ
り 

カ
ー
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ  

　
　

行
田
市
内
の
蓮
寺
10
箇
所
を
車
で
巡
り
な
が
ら
ク
イ
ズ
に
答

　
　

え
、
走
行
距
離
の
短
さ
を
争
う
カ
ー
レ
ー
ス
で
す
。

　

日
時　

７
月
５
日(

土)　

雨
天
決
行

　

参
加
費　

一
台 

２
０
０
０
円

　

集
合
場
所　

市
民
体
育
館
跡
地
駐
車
場

　

受
付　

７
時
30
分
～
８
時
／
競
技
時
間 

９
時
～
15
時  

　

申
込
み
・
問
合
せ

　
　
　
　

実
行
委
員
会　

０
４
８
‐
５
５
６
‐
４
１
１
１

　

蓮
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
講
演
会

　

日
時　

７
月
13
日(

日)　

午
後
１
時
～
３
時 

　

講
師　

池
上
正
治　

木
暮
照
子
（
蓮
文
化
研
究
会
理
事
）

　
　
　
　

6
月
16
日
（
月
）
か
ら
商
工
観
光
課
で
入
場
券
を
配
布

　
　
　
　

し
ま
す
。

　

場
所　

古
代
蓮
会
館　

定
員
90
名　

入
場
料　

無
料

　

問
合
せ　

商
工
観
光
課 　

　
　
　
　

０
４
８
‐
５
５
６
‐
４
１
１
１　

内
線
３
８
２

原
市
沼
の
古
代
蓮
園　

埼
玉
県
上
尾
市

- ２ -
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観
蓮
会　

８
月
15
日
（
金
）
～
16
日
（
土
）　　

　

場
所　

秋
田
県
由
利
本
庄
市
西
目
町
「
倉
田
窯
」

　

問
合
せ　

倉
田
哲
也  

０
１
８
４
‐
２
２
‐
５
２
８
２

蓮
の
Ｑ
＆
Ａ

　

蓮
の
絵
本
や
童
話
に
は
、
ど
ん
な
も
の
が
？　

と
い
う
「
Ｑ
」
が

よ
く
寄
せ
ら
れ
ま
す
。
た
く
さ
ん
、あ
り
ま
す
。
新
作
か
ら
古
典
ま
で
、

日
本
の
も
の
が
中
心
に
な
り
ま
す
が
、
韓
国
の
も
の
な
ど
、
一
挙
の

「
Ａ
」
で
す
。 

ま
ず
は
『
か
え
る
の
ピ
ー
タ
ン
』
か
ら
。

　

０
５
１

　

か
え
る
の
ピ
ー
タ
ン

　

蓮
の
絵
の
表
紙
に
惹
か
れ
て
、
こ
の
本
（
ど
い 

か
や
作
・
絵 

ブ
ロ
ン
ズ
新
社
）
を
買
い
ま
し
た
（
作
者
に
は
、
し
か
ら
れ
そ
う
で

す
が
）。
わ
ず
か
32
頁
と
い
う
薄
い
本
で
す
が
、
か
え
る
・
渡
り
鳥
・

蓮
の
１
年
間
の
営
み
が
ギ
ュ
ー
ッ
と
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

空
中
・
地
上
・
地
下
・
静
と
動
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
活
形
態
は
異

な
る
の
で
す
が
、
た
が
い
に
喜
び
を
あ
た
え
あ
う
関
係
が
築
か
れ

て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
渡
り
鳥
は
か
え
る
に
世
界
中
の
で
き
事
を

話
し
て
聞
か
せ
ま
す
。
か
え
る
は
お
返
し
に
、
森
の
な
か
の
生
活

を
話
し
ま
す
。

  

蓮
は
、
か
え
る
の
た
め
に
心
地
よ
い
環
境
を
つ
く
り
ま
す
。
春
、

水
面
に
で
た
ば
か
り
の
浮
葉
は
、
か
え
る
の
ロ
ッ
キ
ン
グ
チ
ェ
ア

で
す
。
夏
の
立
葉
は
、
強
い
陽
射
し
を
さ
え
ぎ
り
、
そ
の
葉
陰
を

涼
し
そ
う
に
泳
ぎ
ま
わ
る
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
。
蓮
の
花
は
、
そ
の

　

問
合
せ　

長
南
町
役
場
産
業
振
興
課 

大
森
様 

　
　
　
　
　

０
４
７
５
‐
４
６
‐
３
３
９
７　

近
江
妙
蓮
保
存
会
・
観
蓮
会　

滋
賀
県
守
山
市

　

日
程　

７
月
27
日
（
日
）
午
前
９
時
30
分
よ
り
法
要
の
後
観
蓮

　

場
所　

滋
賀
県
守
山
市
中
町
39　

近
江
妙
蓮
公
園　

　

問
合
せ　

近
江
妙
蓮
資
料
館    

０
７
７
‐
５
８
２
‐
１
３
４
０　

甘
粕
「
大
使
蓮
ま
つ
り
」　

埼
玉
県
児
玉
郡
美
里
町

　

日
程　

７
月
27
日
（
日
）　

８
時
～
15
時

　

場
所　

埼
玉
県
美
里
町
甘
粕
「
長
岡
池
」（
キ
ャ
ノ
ン
電
子
北
側
）

　
　
　
　

蓮
の
開
花
期
間
は
７
月
上
旬
か
ら
８
月
下
旬

　

問
合
せ　

美
里
町
観
光
協
会 

０
４
９
５
‐
７
６
‐
１
１
１
１  

内
53

伊
豆
沼
・
内
沼
は
す
ま
つ
り　

宮
城
県
栗
原
市
、
登
米
市

　

は
す
ま
つ
り　

８
月
１
日
（
火
）
～ 

８
月
31
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　
　

期
間
中
蓮
見
舟
の
運
航
あ
り
（
有
料
）

　

問
合
せ　
　
　

若
柳
総
合
支
所
産
業
振
興
課

　
　
　
　
　
　
　

０
２
２
８
‐
３
２
‐
２
１
２
４

桑
折
町
第
６
回
蓮
ま
つ
り　

後
藤
昌
弘
（
会
員
）　

福
島
県
桑
折
町

　

日
程　

８
月
２
日
（
土
）
～
３
日
（
日
） 

午
前
６
時
～
午
後
12
時

　

場
所　

桑
折
町
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
や
す
ら
ぎ
園
」
前
広
場　

　
　
　
　

朝
市　

特
産
品　

蓮
の
実
・
葉
入
り
う
ど
ん
な
ど
販
売　

　

問
合
せ　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
花
の
郷
夢
工
房
事
務
局

　
　
　
　
　

０
２
４
‐
５
８
２
‐
１
２
３
１

薬
師
池
公
園
31
回
観
蓮
会　

東
京
町
田
市

　

観
蓮
会　

８
月
３
日
（
日
）
６
時
～
７
時　

薬
師
池
公
園

　

交
通　

小
田
急
線
町
田
駅
北
口
Ｐ
Ｏ
Ｐ
ビ
ル
先
21
番
、
乗
り
場

　
　
　
　

町
53
系
統
、
町
55
系
統
で
薬
師
池
下
車

　
　
　
　

公
園
利
用
時
間　

午
前
６
時 

～ 

午
後
19
時

　

問
合
せ　

公
園
緑
地
課 　

電
話  
０
４
２
‐
７
９
３
‐
７
６
１
１

国
営
木
曽
三
川
公
園

　

ア
ク
ア
ワ
ー
ル
ド
水
郷
パ
ー
ク
セ
ン
タ
ー　

岐
阜
県
海
津
市

　

蓮
の
実
ご
は
ん　

８
月
10
日
（
日
）
午
前
10
時
～
12
時

　

問
合
せ　

公
園
管
理
セ
ン
タ
ー 

０
５
８
４
‐
５
３
‐
７
２
０
０

　
　

蓮
の
実
を
採
っ
て
、
蓮
の
実
ご
は
ん
を
い
た
だ
き
ま
す

　
　

http
://w
w
w
.kisosansenkoen.go.jp

倉
田
哲
也
蓮
園
・
観
蓮
会
（
会
員
）　

秋
田
県
由
利
本
庄
市

　

早
朝
開
園
日　

７
月
19
日 

20
日 

21
日 

26
日 

27
日
は
６
時
30
分
開
園

　

入
園
料　

大
人
２
６
０
円　

小
人
１
０
０
円

　

問
合
せ　

０
７
３
６
‐
６
２
‐
４
０
２
９

第
２
回
代
通
寺
・
蓮
ま
つ
り 

橋
爪
一
能
（
会
員
） 

静
岡
県
富
士
市

　

日
時　

７
月
20
日
（
日
）
午
前
９
時
～
11
時

　
　
　
　

蓮
の
お
話
、
琵
琶
演
奏
、
蓮
茶
の
サ
ー
ビ
ス
な
ど
あ
り
。

　

場
所　

静
岡
県
富
士
市
大
淵
２
１
３
２　

代
通
寺

　

問
合
せ
・
申
込
み　

０
５
４
５
‐
３
５
‐
０
５
６
４　

岡
山
後
楽
園
観
蓮
節　

岡
山
県
岡
山
市

　

観
蓮
節　

７
月
20
日
（
日
）
午
前
４
時
～
８
時

　
　
　
　
　

箏
曲
演
奏
あ
り
。
有
料
で
茶
席
、
点
心
席
あ
り

　

問
合
せ　

岡
山
後
楽
園　

電
話
０
８
６
‐
２
７
２
‐
１
１
４
８

第
29
回
上
越
は
す
ま
つ
り　

新
潟
県
上
越
市

　

日
程　

７
月
25
日
（
金
）
～
８
月
17
日
（
日
）

　
　
　
　

期
間
中
の
土
、
日
、
西
堀
橋
で
蓮
の
無
料
ガ
イ
ド
あ
り
。

　
　
　
　

灯
ろ
う
展
示
、
観
蓮
茶
会
、
モ
デ
ル
撮
影
会
な
ど
あ
り

　

場
所　

新
潟
県
上
越
市
・
高
田
公
園
他

　

問
合
せ　

上
越
市
観
光
振
興
課　

０
２
５
‐
５
２
６
‐
６
９
０
１

　
　
　
　
　

内
線
１
２
４
６

　

Ｕ
Ｒ
Ｌ　

http://w
w
w
:sity.joetsu.niigata.jp/

水
生
植
物
公
園
み
ず
の
森 

蓮
祭
り　

  

滋
賀
県
草
津
市

　

蓮
祭
り　

７
月
26
日
（
土
）
～
27
日
（
日
）　

　

象
鼻
杯　

10
時 

～
11
時
、
13
時 

～
14
時  

場
所
・
丘
の
上
の
テ
ン
ト

　

野
点　

場
所
・
ロ
ー
タ
ス
館
企
画
展
示
室　

13
時
～
16
時

　
　

み
ず
の
森
チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
・
園
内
一
円
、
観
蓮
俳
句
会

　
　

そ
の
他　

26
日
・
箏
演
奏
、
あ
お
ば
な
紙
す
き
体
験
あ
り

　
　
　
　
　
　

27
日
よ
し
笛
作
り
体
験
、
よ
し
笛
演
奏
あ
り
。

　

開
園
時
間　

７
月
11
日
～
８
月
20
日
は
、
７
時
開
園
、
月
曜
休
日
・

　
　

月
曜
日
祝
日
の
場
合
、
翌
日
休
園
日
。
入
園
料
大
人
３
０
０
円

　

交
通　

JR
草
津
駅
西
口
発
近
江
鉄
道
バ
ス
「
烏
丸
半
島
」
行
き
、

　
　
　
「
み
ず
の
森
」
下
車
（
乗
車
時
間
約
25
分
）

　

問
合
せ　

Ｔ
Ｅ
Ｌ  

０
７
７
‐
５
６
８
‐
２
３
３
２ 

　
　
　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ  

０
７
７
‐
５
６
８
‐
０
９
５
５

長
南
町
花
蓮
栽
培
組
合
・
観
蓮
会　

千
葉
県
長
生
郡
長
南
町

　

日
時　

７
月
26
日
（
土
）、
27
日
（
日
）
午
前
８
時
～
15
時

　

場
所　

長
南
町
花
蓮
栽
培
組
合
展
示
圃
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か
え
る
』
は
、
そ
れ
を
絵
本
と
し
て
試
み
、
成
功
し
て
い
ま
す
。
初
版

は
１
９
８
２
年
、
そ
の
後
の
25
年
で
36
刷
で
す
か
ら
、
と
て
も
人
気
の

あ
る
作
品
で
す
。
全
国
学
校
図
書
館
協
議
会
の
選
定
図
書
に
も
な
っ
て

い
ま
す
。
ち
な
み
に
、
作
者
は
「
10
ぴ
き
の
か
え
る
」
シ
リ
ー
ズ
を
次

つ
ぎ
と
出
し
て
い
ま
す
が
、蓮
の
絵
が
あ
る
の
は
こ
れ
だ
け
で
す（
Ｉ
）。

　

０
５
８

　

韓
国
に
も
蓮
の
絵
本
が
あ
る
？

　

 

た
く
さ
ん
、あ
り
ま
す
。
古
典
を
１
つ
だ
け
あ
げ
れ
ば
、『
沈
清
伝
』

（
シ
ム
チ
ョ
ン
ジ
ョ
ン
）
で
し
ょ
う
。
そ
の
内
容
は
、
親
孝
行
な
娘
さ

ん
の
沈
清
が
、
貧
乏
な
父
親
を
助
け
る
た
め
に
、
人
身
御
供
と
な
り

海
に
身
を
投
げ
ま
す
。
と
こ
ろ
が
彼
女
は
龍
王
に
助
け
ら
れ
、
蓮
の

花
に
つ
つ
ま
れ
て
生
還
、
幸
せ
な
結
婚
を
す
る
、
と
い
う
も
の
で
す
。

  

子
供
む
け
の
絵
本
は
、
３
冊
あ
げ
た
い
で
す
。
ま
ず
は
『
と
り
よ 

と
り
よ
』（
チ
ェ
ミ
マ
ジ
ュ
企
画
、
１
９
９
６
年
）
で
、
燕
・
鶴
・
雀
・

雁
な
ど
が
登
場
し
ま
す
。
特
筆
す
べ
き
こ
と
は
、
そ
の
挿
絵
が
す
べ

て
大
学
や
美
術
館
、
国
立
中
央
博
物
館
な
ど
に
所
蔵
す
る
名
画
だ
と

い
う
こ
と
で
す
（
写
真
、
次
頁
）。
こ
ん
な
ぜ
い
た
く
な
絵
本
が
ほ

か
に
あ
る
で
し
ょ
う
か
！
？

  

韓
国
で
は
、
蓮
の
絵
は
吉
祥
の
シ
ン
ボ
ル
で
す
。
蓮
と
カ
ワ
セ
ミ

に
は
太
平
の
世
が
、
蓮
と
白
サ
ギ
に
は
科
挙
の
合
格
を
、
鳥
が
つ
い

ク
ソ
ン
グ
が
脳
裏
に
響
き
ま
し
た
。「
天
国
よ
い
と
こ
一
度
は
お
い

で
、酒
は
う
ま
い
し
ね
え
ち
ゃ
ん
は
き
れ
い
だ
、ワ
ッ
、ワ
ッ
ワ
ー
…
」

（
こ
れ
っ
て
、
ど
う
み
て
も
極
楽
の
こ
と
で
す
ね
…
。）

　

そ
う
べ
え
ら
３
人
は
最
初
、
糞
尿
地
獄
に
落
と
さ
れ
ま
す
が
、
閻
魔

大
王
を
巻
き
込
み
、
極
楽
の
扉
を
開
か
せ
る
不
良
中
年
ぶ
り
を
発
揮

し
ま
す
。
そ
こ
で
、
阿
弥
陀
様
を
酔
っ
ぱ
ら
い
に
し
て
踊
ら
せ
る
ん

で
す
か
ら
、
こ
の
歌
の
上
を
行
き
ま
す
。

　

で
も
極
楽
っ
て
そ
ん
な
い
い
と
こ
ろ
な
の
？
快
楽
を
極
め
た
、
欲
望

を
拡
大
し
切
っ
た
世
界
な
の
に
…
？
ど
う
も
お
か
し
い
。
お
釈
迦
様

は
欲
に
は
際
限
が
な
い
か
ら
欲
を
縮
小
し
な
さ
い
、
と
「
少
欲
知
足
」

を
説
か
れ
て
い
ま
す
。
す
る
と
、
極
楽
に
は
お
釈
迦
様
は
お
い
で
に

な
ら
な
い
？

　

極
楽
浄
土
＝
欲
の
極
地
＝
糞
尿
地
獄
。
ホ
ン
ト
は
こ
う
い
う
こ
と

だ
っ
た
の
か
。
う
～
ん
？

　

地
獄
は
ひ
ど
い
と
こ
、
極
楽
よ
い
と
こ
と
子
供
の
こ
ろ
か
ら
昔
話

で
聞
か
さ
れ
て
き
た
け
ど
、
そ
ん
な
単
純
な
こ
と
で
は
な
か
っ
た
の

か
も
。
鼻
を
つ
ま
み
顔
を
そ
む
け
る
糞
尿
地
獄
も
、
時
を
か
け
微
生
物

の
力
で
発
酵
さ
れ
て
し
ま
う
と
、
臭
み
も
消
え
肥
料
に
変
わ
る
と
い
う

こ
と
も
あ
る
。
何
事
も
生
き
て
い
く
糧
と
し
な
さ
い
、
と
言
う
か
の

よ
う
に
糞
尿
が
た
っ
ぷ
り
栄
養
と
な
り
、
み
ご
と
な
蓮
を
咲
か
せ
る

ん
で
す
ね
ー
。

　

昔
の
わ
か
り
や
す
い
勧
善
懲
悪
の
童
話
と
違
っ
て
、
物
事
の
表
裏

を
面
白
お
か
し
く
突
い
て
い
ま
す
（
Ｗ
）。

　

０
５
７

　

10
＋
１
ぴ
き
の
か
え
る

　

こ
の
『
10
＋
１
ぴ
き
の
か
え
る
』（
間
所
ひ
さ
こ
・
さ
く
、仲
川
道
子
・

え
、
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
、
１
９
８
２
年
）
は
、
日
本
の
蓮
の
絵
本
や
童

話
と
し
て
は
仏
教
色
が
な
く
、
そ
の
意
味
で
は
新
し
い
創
作
と
い
え

る
で
し
ょ
う
。

　

ひ
ょ
う
た
ん
型
の
沼
の
西
側
か
ら
、
か
え
る
の
女
の
子
が
１
ぴ
き
、

蓮
の
ボ
ー
ト
に
の
っ
て
流
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
沼
の
東
側
に
す
む
10

ぴ
き
の
か
え
る
た
ち
が
力
を
あ
わ
せ
て
、
女
の
子
を
も
と
の
西
側
へ

と
送
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
こ
は
、
ほ
っ
か
り
ほ
っ
か
り
と
蓮
の
花
が

さ
い
て
い
て
、
す
て
き
な
と
こ
ろ
で
し
た
…
。

　

可
愛
ら
し
い
、
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
絵
と
、
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
お
話
で
、

４
～
５
歳
く
ら
い
向
け
の
絵
本
で
し
ょ
う
。

　

蓮
と
蛙
と
の
組
み
合
せ
は
、
同
じ
よ
う
に
水
生
の
植
物
と
動
物
の
せ

い
か
、
絵
画
や
置
物
に
も
よ
く
見
か
け
ま
す
。
こ
の
『
10
＋
１
び
き
の

世
界
を
美
し
く
彩
り
、
芳
香
を
漂
わ
せ
ま
す
。
秋
、
そ
れ
ま
で
緑

色
を
し
て
い
た
蓮
の
葉
も
、
枯
れ
は
じ
め
、
そ
ろ
そ
ろ
冬
眠
の
準

備
で
す
。
冬
、
か
え
る
も
蓮
根
も
、
ほ
っ
こ
り
、
土
の
中
…
。

　

ま
た
作
者
に
し
か
ら
れ
そ
う
で
す
が
、
表
の
主
役
で
あ
る
か
え

る
を
支
え
る
の
は
、
陰
の
主
役
と
も
い
う
べ
き
蓮
、
そ
ん
な
お
話
と
、

わ
た
し
は
読
み
ま
し
た
。
こ
の
本
の
対
象
年
齢
は
ど
う
設
定
さ
れ

て
い
る
の
で
し
ょ
う
？　
「
ま
わ
り
の
環
境
と
共
存
し
、
自
分
の
い

る
場
所
で
輝
く
」
と
い
う
テ
ー
マ
は
、
幼
児
や
児
童
だ
け
の
も
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
。
そ
の
根
底
に
は
、
生
命
を
将
来
に
つ
な
げ

て
い
く
と
い
う
考
え
が
流
れ
て
い
ま
す
。

　

も
し
も
、
こ
の
本
に
蓮
の
実
が
登
場
し
て
い
た
ら
、
そ
の
内
容

は
も
っ
と
遠
く
の
未
来
ま
で
も
照
ら
す
も
の
に
な
っ
た
よ
う
な
気

が
し
ま
す
。
見
返
し
に
あ
る
群
生
す
る
蓮
の
絵
は
と
て
も
素
敵
で

す
。
枕
元
に
あ
れ
ば
、「
睡
眠
の
導
入
剤
」
に
な
る
こ
と
受
け
あ
い

で
す
（
Ｗ
）。

　

０
５
２

　

そ
う
べ
え
ご
く
ら
く
へ
ゆ
く　
　

 

こ
の
童
話
（
た
じ
ま 

ゆ
き
ひ
こ
作
・
絵
／
童
心
社
）
の
魅
力
は
、

悪
い
子
の
楽
し
さ
満
開
な
、
ハ
チ
ャ
メ
チ
ャ
話
で
す
。

　

40
年
前
に
流
行
っ
た
「
帰
っ
て
き
た
ヨ
ッ
パ
ラ
イ
」
と
い
う
フ
ォ
ー



- ５ -

　

０
６
０

　

く
も
の
糸

　
「
あ
る
日
の
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
」
と
い
う
語
り
か
ら
、
静
か
に

こ
の
話
は
始
ま
る
。
登
場
す
る
の
は
お
釈
迦
さ
ま
、
蓮
池
を
、
朝
の

散
歩
中
で
あ
る
。
ふ
と
、
池
の
な
か
を
の
ぞ
く
と
、
カ
ン
ダ
タ
と
い

う
罪
人
が
地
獄
の
底
で
う
ご
め
い
て
い
る
。

　

悪
事
の
限
り
を
つ
く
し
た
カ
ン
ダ
タ
に
も
、
１
つ
だ
け
、
善
い
行

い
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
小
さ
な
ク
モ
の
命
を
助
け
て
や
っ
た
こ
と
だ
。

そ
れ
を
思
い
だ
し
た
お
釈
迦
さ
ま
は
、
く
も
の
糸
を
池
か
ら
下
ろ
し

て
、
彼
を
地
獄
の
血
の
池
か
ら
救
っ
て
や
る
こ
と
に
し
た
…
。

　

こ
の
先
の
ス
ト
ー
リ
ー
は
、
誰
も
が
知
る
と
お
り
で
あ
る
。
く
も

の
糸
に
す
が
る
後
続
の
者
に
向
か
い
、
カ
ン
ダ
タ
が
「
こ
の
糸
は
、

お
れ
の
も
の
だ
！
」
と
叫
ぶ
と
同
時
に
、
ぷ
つ
り
と
糸
は
き
れ
、
全

員
が
ま
た
地
獄
の
底
へ
…
。
悲
し
そ
う
な
お
釈
迦
さ
ま
の
表
情
。

　

あ
ま
り
に
も
有
名
な
芥
川
龍
之
介
の
短
編
で
あ
る
。
大
正
期
に
活

躍
し
た
芥
川
、
そ
の
前
期
の
作
品
群
に
は
古
典
に
題
材
を
と
っ
た

も
の
が
多
い
。
芥
川
に
は
９
編
の
童
話
が
あ
る
。『
く
も
の
糸
』
の

原
題
は
『
蜘
蛛
の
糸
』
で
あ
り
、『
赤
い
鳥
』
創
刊
号
（
大
正
７
年
、

１
９
１
８
）
に
発
表
さ
れ
た
も
の
。

　

今
回
、
こ
こ
に
紹
介
し
た
の
は
「
新
世
研
」
発
行
（
平
成
15
年
、

２
０
０
３
）
の
『
く
も
の
糸
』
で
あ
り
、
全
ペ
ー
ジ
に
描
か
れ
て
い

る
絵
は
藤
川
秀
之
が
担
当
し
て
い
る
。
極
楽
の
蓮
池
や
、
く
も
の
糸

を
よ
じ
登
っ
て
い
く
カ
ン
ダ
タ
の
心
の
動
き
が
、
そ
の
表
情
の
変
化

に
見
事
に
描
か
れ
て
い
る
。
漢
字
に
は
ふ
り
が
な
が
つ
け
ら
れ
、
装

丁
も
し
っ
か
り
し
て
い
る
（
Ｄ
）。

ど
目
に
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
『
レ
ン
コ
ン
（
ハ
ス
）
の

絵
本
』（
お
ざ
き
ゆ
き
お
・
へ
ん
、
さ
さ
め
や
ゆ
き
・
え
、
農
文
協
、

２
０
０
８
年
）
は
、
そ
う
し
た
意
味
で
は
画
期
的
な
作
品
で
す
。

  

レ
ン
ゲ
（
蓮
華
）
の
童
謡
か
ら
、
２
０
０
０
年
の
と
き
を
越
え
て

咲
い
た
大
賀
蓮
、
仏
教
と
の
関
係
、
植
物
的
な
解
説
、
レ
ン
コ
ン
の

種
類
や
栽
培
ご
よ
み
、
自
分
で
植
え
る
場
合
の
注
意
、
観
蓮
の
楽
し

み
、
レ
ン
コ
ン
の
収
穫
、
碗
蓮
の
こ
と
、
食
用
や
薬
用
と
し
て
の
レ

ン
コ
ン
な
ど
、
じ
つ
に
多
く
の
内
容
が
わ
か
り
や
す
く
表
現
さ
れ
て

い
ま
す
。

  

全
編
に
わ
た
る
絵
は
、
ほ
の
ぼ
の
と
し
て
、
好
感
が
も
て
、
子
供

た
ち
の
理
解
を
助
け
る
で
し
ょ
う
。
こ
の
絵
本
は
「
そ
だ
て
て
あ
そ

ぼ
う
」
シ
リ
ー
ズ
の
第
78
巻
（
全
80
巻
）
で
あ
り
、
版
元
の
企
画
力

が
伝
わ
っ
て
く
る
よ
う
で
す
。

  

最
後
に
、
正
直
な
話
を
さ
せ
て
も
ら
え
ば
、
蓮
文
化
研
究
会
に
入

会
す
る
ま
え
で
あ
れ
ば
、
感
動
し
つ
つ
、
こ
の
本
を
読
み
終
え
た

こ
と
で
し
ょ
う
。
発
会
以
来
の
会
員
で
あ
る
わ
た
し
に
は
、
大
賀

博
士
の
肩
書
（
第
２
頁
）
や
、
ハ
ス
の
原
産
地
を
イ
ン
ド
と
す
る

こ
と
（
第
４
頁
）、
花
が
２
日
目
に
満
開
に
な
る
（
第
25
頁
）
な
ど
、

作
者
の
勉
強
不
足
が
見
え
て
し
ま
い
ま
す
。

　

印
刷
す
る
ま
え
の
原
稿
を
、
だ
れ
か
実
力
の
あ
る
人
に
見
て
も
ら

え
ば
、
そ
う
し
た
初
歩
的
な
ミ
ス
は
防
げ
た
の
で
は
、
と
残
念
で
な

り
ま
せ
ん
（
Ｅ
）。

ば
む
蓮
の
実
に
は
多
産
が
、
祈
願
さ
れ
て
い
ま
す
。

  

由
緒
た
だ
し
い
名
画
と
は
、
い
さ
さ
か
画
風
が
異
な
る
も
の
に
民

画（
み
ん
が
）が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
14
～
20
世
紀
に
か
け
て
流
行
し
、

庶
民
の
暮
ら
し
に
根
づ
い
た
生
活
画
で
す
。

  

『
谷
間
の
物
語
』（
モ
ク
ス
ヒ
ョ
ン
企
画
、
１
９
９
５
年
）
は
、
そ

う
し
た
民
画
で
構
成
さ
れ
た
傑
作
で
す
。
谷
間
の
池
に
蓮
が
１
輪
、

２
輪
と
咲
い
て
、
池
に
魚
や
鳥
、
動
物
た
ち
が
来
て
、
蓮
の
花
の
村

に
な
り
ま
す
。
そ
こ
へ
旅
の
絵
か
き
が
や
っ
て
来
て
、
村
人
の
た
め

に
民
画
を
描
い
て
く
れ
る 

…
。

  

『
う
さ
ぎ
の
ね
が
い
』（
チ
ェ
ミ
マ
ジ
ュ
企
画
、
１
９
９
４
年
）
も
、

民
画
で
構
成
さ
れ
た
絵
本
で
す
。
虎
に
つ
か
ま
っ
た
兎
が
知
恵
を
し

ぼ
り
、
他
の
動
物
や
魚
の
願
い
を
虎
に
解
説
し
て
時
間
を
か
せ
ぎ
ま

す
。
鶏
は
健
康
、
亀
や
鶴
は
長
寿
、
蓮
池
の
オ
シ
ド
リ
は
夫
婦
円
満
、

蓮
池
で
は
ね
る
鯉
は
子
供
の
多
幸
を
・
・
最
後
に
、
兎
は
脱
出
に
成

功
し
ま
す
！

　

い
ず
れ
も
邦
訳
の
な
い
韓
国
の
絵
本
で
す
が
、
公
共
の
図
書
館
に

は
あ
る
よ
う
で
す
。
ど
う
か
原
本
を
手
に
と
り
、
韓
国
の
絵
本
に
あ

る
名
画
や
民
画
の
蓮
を
味
わ
っ
て
み
て
下
さ
い
（
Ｉ
）。

　

０
５
９

　

レ
ン
コ
ン
の
絵
本

  

レ
ン
コ
ン
（
蓮
根
）
を
テ
ー
マ
に
し
た
絵
本
や
童
話
は
、
ほ
と
ん


